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中
日
両
国
は
目
と
鼻
の
先
に
あ
り
、
二
千
年
以
上
の
友
好
交

流
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
両
国
の
経
済
、
政
治
、
文
化
に
対

し
て
多
方
面
に
わ
た
る
重
大
な
影
響
を
生
じ
て
き
た
。
一
九
七

二
年
の
両
国
の
国
交
回
復
以
来
、
中
日
両
国
政
府
は
二
国
間
関

係
の
発
展
を
十
分
に
重
視
し
、
時
代
に
従
っ
て
絶
え
ず
善
隣
友

好
の
関
係
を
増
進
さ
せ
て
き
た
。
中
日
両
国
首
脳
は
、
一
九
九

八
年
に
共
同
し
て
平
和
と
発
展
の
た
め
に
努
力
し
、
友
好
協
力

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
共
同
宣
言
に
合
意
し
た
。
二

〇
〇
八
年
に
は
さ
ら
に
進
ん
で
戦
略
的
互
恵
関
係
を
全
面
的
に

推
進
す
る
中
日
共
同
声
明
に
合
意
し
、
両
国
の
平
和
共
存
、
世
々

代
々
の
友
好
、
互
恵
協
力
、
共
同
の
発
展
を
実
現
す
る
こ
と
を

長
期
的
な
崇
高
な
目
標
と
し
た
　
（
１
）。

　

中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
と
日
本
の
東
洋
哲
学
研

究
所
が
共
催
す
る
「
現
代
社
会
と
宗
教
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

い
て
特
別
記
念
講
演
を
依
頼
さ
れ
た
こ
の
機
会
に
、
私
は
ひ
と

り
の
仏
教
研
究
者
の
角
度
か
ら
、
中
日
両
国
の
仏
教
学
者
が
今

後
、両
国
の
平
和
共
存
、世
々
代
々
の
友
好
を
実
現
す
る
た
め
に

取
る
べ
き
態
度
、果
た
す
べ
き
責
任
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思
う
。
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第
１
節　

仏
教
は
中
日
の
文
化
交
流
を
結
び
つ
け

　
　
　

る
重
要
な
絆
で
あ
り
、
懸
け
橋
で
あ
っ
た
。

　

中
国
の
歴
史
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
中
日
両
国
の
交
流
は
紀

元
前
二
世
紀
の
前
漢
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

中
日
両
国
の
直
接
の
交
流
は
紀
元
一
世
紀
の
後
漢
の
光
武
帝
在

位
の
時
期
に
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
後
、
三
世
紀
の
三
国

魏
朝
と
日
本
の
邪
馬
台
国
と
は
、
頻
繁
な
交
流
が
あ
っ
た
。
四

世
紀
に
は
、
日
本
を
統
一
し
た
大
和
王
朝
と
中
国
の
南
朝
と
は

密
接
な
交
流
を
保
ち
、
宋
・
斉
・
梁
の
三
代
の
王
朝
の
時
代
に

限
る
と
、
中
国
と
の
外
交
使
節
や
詔
書
の
往
来
は
十
二
回
の
多

き
に
達
し
た
　
（
２
）。
そ
の
後
、
中
国
の
隋
唐
な
ど
の
歴
代
王
朝
と
日

本
と
の
交
流
は
い
ま
だ
か
つ
て
中
断
し
た
こ
と
が
な
い
ば
か
り

で
な
く
、
絶
え
ず
発
展
し
、
両
国
の
政
府
間
や
民
間
の
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
広
く
経
済
、
政
治
、
文
化
、
宗
教
な

ど
の
領
域
に
わ
た
る
多
方
面
の
交
流
を
進
め
、
両
国
の
社
会
、

歴
史
、
文
化
に
対
し
て
き
わ
め
て
広
く
深
い
影
響
を
生
じ
た
。

　

古
代
の
中
日
両
国
の
文
化
交
流
の
な
か
で
、
仏
教
は
重
要
な

懸
け
橋
と
絆
の
作
用
を
果
た
し
た
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

日
本
の
歴
史
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
紀
元
六
世
紀
中
葉
に
、
仏

教
は
政
府
間
と
民
間
の
二
つ
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
日
本
に
伝
わ

り
、
推
古
天
皇
の
在
位
期
間
、
聖
徳
太
子
（
五
七
四
〜
六
二
二
）
が

摂
政
を
担
い
、
新
政
を
実
施
す
る
と
き
ま
で
に
は
、
す
で
に
か

な
り
盛
ん
と
な
っ
て
い
た
。
聖
徳
太
子
は
、
積
極
的
に
大
陸
の

先
進
文
化
を
導
入
し
、
天
皇
が
官
吏
に
異
な
る
官
位
を
授
け
る

「
冠
位
十
二
階
」
に
よ
っ
て
中
央
集
権
を
強
化
し
、
大
氏
姓
が
世

襲
し
て
朝
廷
政
治
を
制
御
し
て
い
る
門
閥
制
度
を
弱
体
化
さ
せ

よ
う
と
し
、
施
政
綱
領
と
倫
理
規
範
の
性
質
を
持
つ
「
十
七
条
憲

法
」
を
公
布
し
、
天
皇
に
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
を
官
吏
に
要
求
し

た
。
そ
し
て
、「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」「
礼
を
以
て
本
と
為
す
」

こ
と
を
提
唱
し
、
大
い
に
仏
教
を
興
隆
し
、
仏
教
の
確
立
を
国

を
治
め
民
を
教
化
す
る
根
本
と
し
、
臣
民
は「
篤
く
三
宝
を
敬
う
」

べ
き
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
三
宝
と
は
、
仏
法
僧

な
り
。
則
ち
四
生
（
仏
教
の
説
く
胎
生
、
卵
生
、
湿
生
、
化
生
を
含
む

す
べ
て
の
一
切
衆
生
）
の
終
帰
、
万
国
の
極
宗
な
り
。
何
れ
の
世
、

何
れ
の
人
か
是
の
法
を
貴
ば
ざ
る
。
人
尤は
な
は
だ
悪
し
き
も
の
鮮す
く

な

し
。
能よ

く
教
う
れ
ば
之
れ
に
従
う
。
其
れ
三
宝
に
帰
せ
ず
ん
ば
、

何
を
以
て
か
枉ま
が

れ
る
を
直た
だ

さ
ん
」
と
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
仏
教
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は
衆
生
の
最
終
の
帰
結
、
国
家
の
最
高
原
則
で
あ
り
、
臣
民
が

普
遍
的
に
尊
崇
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
日
本
も
ま
た
仏
教
を
信

仰
し
て
国
を
治
め
民
を
教
化
す
る
根
本
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

隋
朝
の
最
も
盛
ん
な
時
期
に
、
聖
徳
太
子
は
隋
に
使
節
を
派

遣
し
、
両
国
の
正
式
な
国
交
を
確
立
し
、
前
後
二
度
に
わ
た
っ

て
留
学
生
、学
問
僧
を
隋
に
派
遣
し
て
学
ば
せ
、中
国
か
ら
直
接
、

仏
教
と
政
治
・
教
育
の
文
化
を
輸
入
す
る
よ
う
に
し
た
。
日
本

の
木
宮
泰
彦『
日
中
文
化
交
流
史
』（
胡
錫
年
訳
、
商
務
印
書
館
、
一

九
八
〇
年
）
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
隋
朝
の
と
き
、
中
国
に
派
遣
さ

れ
た
日
本
の
留
学
生
、
学
問
僧
で
姓
名
の
記
録
の
あ
る
者
は
十

三
人
で
あ
る
。
そ
の
な
か
の
学
問
僧
は
八
人
で
、
全
体
の
人
数

の
お
よ
そ
六
十
二
％
を
占
め
る
。
彼
ら
は
中
国
に
留
学
し
、
長

い
者
は
十
五
年
、
二
十
四
年
、
ひ
い
て
は
三
十
年
以
上
に
達
し
、

儒
学
、
政
治
法
律
、
文
化
教
育
に
対
し
て
比
較
的
体
系
的
な
知

識
を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、
た
と
い
学
問
僧
で
あ
っ
て
も
、
仏

教
学
に
造
詣
が
深
い
と
同
時
に
、
ま
た
中
国
の
儒
学
と
政
治
教

育
制
度
に
対
し
て
比
較
的
深
く
理
解
し
て
い
た
。

　

日
本
の
孝
徳
天
皇
は
六
四
五
年
に
即
位
し
た
後
、
重
臣
を
任

命
し
、
国
政
の
実
権
を
握
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
隋

唐
に
二
十
五
年
、
三
十
二
年
留
学
し
た
学
問
僧
の
僧
旻
、
留
学

生
の
高
向
玄
理
を
招
聘
任
命
し
て
国
博
士
と
し
、
政
治
革
新
の

施
策
を
実
施
し
た
。
隋
唐
の
政
治
体
制
を
模
倣
し
、
天
皇
を
最

高
責
任
者
と
し
て
、
そ
の
下
に
二
官
・
八
省
・
一
台（
御
史
台
）を

設
け
る
中
央
集
権
の
政
治
制
度
を
確
立
し
た
。
そ
の
期
間
に
は
、

ま
た
仏
法
の
興
隆
に
重
要
な
地
位
を
与
え
、
仏
教
は
さ
ら
に
広

が
っ
た
。
朝
廷
は
、仏
教
の
迅
速
な
広
が
り
に
適
応
す
る
た
め
に
、

隋
朝
が
鴻
臚
寺
の
崇
玄
署
、
唐
朝
が
礼
部
の
祠
部
に
よ
っ
て
仏

教
・
道
教
の
二
教
を
管
理
す
る
や
り
方
を
模
倣
し
、
治
部
省
に

蕃
玄
寮
を
設
け
、「
僧
尼
令
」
を
制
定
し
て
、
仏
教
の
僧
尼
に
対

す
る
規
制
と
管
理
と
を
強
化
し
た
。
革
新
的
な
こ
と
を
実
施
す

る
過
程
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
隋
唐
に
行
っ
て
学
ん
だ
こ
と
の

あ
る
留
学
生
と
学
問
僧
が
み
な
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
日

本
の
舒
明
天
皇
二
年（
六
三
〇
年
）か
ら
宇
多
天
皇
寛
平
六
年（
八
九

四
年
）
ま
で
、
前
後
、
遣
唐
使
を
十
九
回
派
遣
し
た
。
そ
の
な
か

の
三
回
は
何
か
の
理
由
で
行
け
な
く
な
っ
た
の
で
、
実
際
に
は

十
六
回
だ
っ
た
。
遣
唐
使
を
派
遣
す
る
と
同
時
に
、ま
た
留
学
生
、

留
学
僧
を
同
じ
船
で
唐
に
派
遣
し
留
学
さ
せ
た
。
前
引
の
木
宮
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泰
彦
著
、
胡
錫
年
訳
『
日
中
文
化
交
流
史
』
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

入
唐
の
留
学
生
、
留
学
僧
（
随
行
僧
を
含
む
）、
合
わ
せ
て
百
三
十

八
人
の
な
か
で
、
留
学
僧
の
人
数
は
留
学
生
を
超
え
て
百
五
人

お
り
、
な
ん
と
七
十
六
％
の
多
き
を
占
め
た
。
航
海
技
術
の
進

歩
に
つ
れ
て
、
中
日
間
を
往
来
す
る
も
の
に
は
、
さ
ら
に
中
国

の
商
船
、
新
羅
・
日
本
の
商
船
が
あ
っ
た
。
中
日
の
僧
た
ち
も

ま
た
常
に
商
船
に
乗
っ
て
両
国
の
間
を
往
来
し
た
。
日
本
の
奈

良
時
代
（
七
一
〇
〜
七
九
四
）
に
盛
ん
で
あ
っ
た
仏
教
の
六
宗
、
三

論
宗
・
成
実
宗
・
法
相
宗
・
倶
舎
宗
・
華
厳
宗
・
律
宗
は
、
中

国
か
ら
直
接
、
あ
る
い
は
朝
鲜
半
島
を
経
由
し
て
伝
わ
っ
た
も

の
で
、
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
発
展
の
た
め
に
基
礎

を
固
め
た
。
平
安
時
代
（
七
九
四
〜
一
一
八
五
）
に
は
、
多
く
の
日

本
の
学
僧
た
ち
は
唐
に
行
っ
て
天
台
宗
・
密
宗
を
学
ん
だ
。
最

澄
（
七
六
七
〜
八
二
二
）、
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
は
、
帰
国
後
、

そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
天
台
宗
と
真
言
宗（
密
宗
）と
を
創
立
し
、
平
安

時
代
の
最
も
影
響
力
の
あ
る
仏
教
宗
派
と
な
っ
た
。
中
日
文
化

の
交
流
は
、
た
だ
仏
教
の
日
本
に
お
け
る
伝
播
と
発
展
を
推
進

し
た
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
ま
た
中
国
の
政
経
、
文
教
、
哲
学
、

史
学
、
建
築
、
芸
術
、
医
薬
な
ど
を
日
本
に
紹
介
し
た
。

　

日
本
は
鎌
倉
時
代
（
一
一
九
二
〜
一
三
三
三
）
以
後
、
外
来
宗
教

と
し
て
の
仏
教
は
す
で
に
民
族
化
を
果
た
し
、
相
次
い
で
净
土

宗
、
真
宗
、
時
宗
、
日
蓮
宗
等
の
民
族
的
な
特
色
を
持
つ
宗
派

を
形
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
宗
派
の
創
始
者
は
中
国
に
留
学
し
た

こ
と
が
な
く
、
日
本
の
社
会
情
勢
や
民
衆
の
宗
教
心
理
の
ニ
ー

ズ
に
適
応
し
て
、
漢
訳
仏
典
と
中
国
仏
教
の
著
述
を
新
た
に
解

釈
し
て
自
己
の
宗
派
を
確
立
し
た
。
同
時
に
、
以
前
か
ら
あ
る

法
相
宗
、天
台
宗
、真
言
宗
等
も
し
だ
い
に
民
族
化
を
実
現
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
さ
ら
に
宋
元
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
禅
宗
の
臨
済

宗
、
曹
洞
宗
が
幕
府
と
武
士
階
級
の
大
き
な
支
持
の
も
と
で
迅

速
に
広
が
っ
た
。
宋
元
の
禅
僧
は
一
般
的
に
み
な
儒
学
に
通
暁

し
て
お
り
、
彼
ら
は
宋
学
（
程
朱
の
理
学
）
の
日
本
に
お
け
る
伝
播

に
対
し
て
重
大
な
働
き
を
な
し
た
。

　

中
日
両
国
の
仏
教
文
化
の
交
流
は
、
明
清
に
至
る
ま
で
、
さ

ら
に
近
現
代
ま
で
な
お
進
展
し
て
き
た
。
日
本
と
明
朝
が
推
進

し
た
勘
合
貿
易
の
な
か
で
、
正
使
、
副
使
を
担
っ
た
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
は
禅
僧
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
中
国
に
い
る
間
も
、
仏
教

と
そ
の
他
の
文
化
芸
術
の
興
隆
に
従
事
し
て
い
た
。
明
末
清
初
、

臨
済
宗
の
高
僧
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二
〜
一
六
七
三
）
は
招
請
に
応
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じ
て
日
本
に
赴
き
仏
法
を
伝
え
、
臨
済
宗
、
曹
洞
宗
の
二
宗
の

ほ
か
に
、
黄
檗
宗
を
創
始
し
、
同
時
に
ま
た
明
清
文
化
を
日
本

に
紹
介
し
た
　
（
３
）。

　

中
日
の
仏
教
文
化
の
交
流
は
、
た
と
い
古
代
に
あ
っ
て
も
双

方
向
性
の
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
留
学
僧
は
中

国
で
の
求
法
の
期
間
、
日
本
の
歴
史
、
文
化
、
習
俗
等
を
中
国

人
に
紹
介
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
に
、
中
国
の
僧
侶
た
ち
と
互

い
に
仏
法
を
学
ぶ
経
験
を
交
わ
し
た
。
あ
る
求
法
僧
た
ち
は
さ

ら
に
資
財
を
寄
付
し
中
国
の
寺
院
の
建
造
を
支
援
し
た
。
日
本

の
仏
教
界
は
中
国
で
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
経
典
等
を
送
り

届
け
た
。
今
、た
だ
い
く
つ
か
の
有
名
な
事
例
を
取
り
あ
げ
よ
う
。

円
仁
（
七
九
四
〜
八
六
四
）
は
最
澄
の
後
を
継
い
で
、
円
載
と
同
道

し
て
入
唐
求
法
し
た
。
比
叡
山
の
座
主
、
円
澄
は
天
台
山
国
清

寺
へ
の
手
紙
と
衆
僧
が
提
起
し
た
天
台
宗
の
教
義
に
関
す
る
三

十
条
の
疑
問
を
彼
に
託
し
て
天
台
山
の
僧
に
提
出
さ
せ
た
。
入

唐
後
、
円
仁
は
「
還
学
僧
」
で
あ
る
た
め
、
天
台
山
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
円
載
に
天
台
山
に
持
っ
て
行
か
せ
回
答
を

得
た
。『
日
本
国
三
十
問
謹
案
科
直
答
』
が
現
存
す
る
。
そ
の
後
、

円
珍
（
八
一
四
〜
八
九
一
）
が
入
唐
求
法
し
、
天
台
山
に
お
け
る
滞

在
期
間
、
天
台
大
師
智
顗
の
墓
龕
、
及
び
国
清
寺
の
大
殿
を
再

建
す
る
た
め
に
出
資
し
、
ま
た
最
澄
が
当
時
、
国
清
寺
に
建
て

た
僧
院
の
改
修
に
出
資
し
、
扁
額
に
「
天
台
国
清
寺
日
本
国
大
徳

僧
院
」
と
題
し
た
。
五
代
の
呉
越
国
の
王
銭
俶
は
、
天
台
宗
の
典

籍
が
非
常
に
多
く
散
逸
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
黄
金
を
持
た

せ
て
日
本
に
人
を
派
遣
し
て
書
写
さ
せ
帰
ら
せ
た
。
北
宋
の
太

宗
雍
熙
元
年（
九
八
四
）に
、
日
本
僧
奝
然
等
は
入
宋
し
、
日
本
の

『
職
員
令
』『
日
本
年
代
紀
』
各
一
巻
を
献
呈
し
、
日
本
の
歴
史
、

風
土
、
及
び
文
化
情
况
を
紹
介
し
た
。
全
国
に
は
、
五
畿
、
七
道
、

三
島
が
あ
り
、
全
部
で
三
千
七
百
七
十
二
都
、
四
百
十
四
駅
、

八
十
八
万
三
千
三
百
二
十
九
課
丁（
納
税
義
務
を
負
っ
た
男
子
）が
お

り
、
国
王
は
一
姓
相
伝
で
、
す
で
に
六
十
四
世
で
あ
る
。
楊
億

は
こ
れ
に
よ
っ
て『
日
本
伝
』を
撰
述
し
、
元
世
の
編
纂
し
た『
宋

史
・
日
本
伝
』
を
継
承
し
た
。
臨
済
宗
を
は
じ
め
て
日
本
に
伝
え

た
栄
西
（
一
一
四
一
〜
一
二
一
五
）
は
、
宋
で
求
法
し
た
期
間
、
三

百
万
を
出
資
し
て
天
台
山
万
年
寺
の
三
門
、
及
び
左
右
の
廊
下

を
修
復
し
、
あ
わ
せ
て
観
音
院
、
大
悲
院
、
智
者
塔
院
を
改
修

し
た
。
帰
国
後
、
人
を
派
遣
し
て
巨
木
を
搬
送
さ
せ
、
天
童
寺

の
懐
敞
禅
師
が
も
と
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一
〜
一
一
五
七
）
に
よ
っ
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て
建
て
ら
れ
た
千
仏
閣
を
再
建
す
る
の
を
援
助
し
た
。
元
代
の

日
本
僧
、
邵
元
（
一
三
〇
五
〜
一
三
七
四
）
は
、
中
国
で
二
十
一
年

と
い
う
長
い
間
生
活
し
、
少
林
寺
の
首
座
に
任
じ
ら
れ
、
漢
文

は
美
し
く
、
招
請
に
応
じ
て
少
林
寺
の
前
住
持
の
法
照
の
た
め

に
塔
銘
を
撰
述
し
、
息
庵
禅
師
の
た
め
に
道
行
碑
を
撰
述
し
た
。

日
本
の
禅
僧
、無
初
徳
始（
？
〜
一
四
二
九
）は
、明
の
洪
武
七
年（
一

三
七
四
）、
日
本
の
使
者
、
宣
溪
聞
が
明
に
入
る
の
に
従
い
、
金

陵
の
天
界
寺
、
全
室
宗
泐
禅
師
に
随
っ
て
嗣
法
し
、
後
に
成
都

の
大
隋
寺
の
住
持
と
な
り
、
明
の
太
祖
が
尊
崇
し
た
太
子
少
師

姚
広
孝
（
道
衍
）
の
推
薦
を
受
け
て
、
永
楽
十
年
（
一
四
一
二
）、
北

京
の
潭
柘
寺（
龍
泉
寺
）の
住
持
と
な
る
こ
と
、
十
九
年
の
久
し
き

に
達
し
た
。
死
去
す
る
ま
で
、
潭
柘
寺
の
建
設
の
た
め
に
卓
越

し
た
貢
献
を
な
し
た
。
近
代
以
後
、
日
本
は
、
西
方
の
人
文
科

学
の
研
究
方
法
を
参
考
と
し
て
、
仏
教
を
研
究
し
、
多
く
の
成

果
を
獲
得
し
た
　
（
４
）。
こ
れ
ら
の
成
果
、
お
よ
び
中
国
に
お
い
て
す

で
に
散
逸
し
た
経
典
が
陸
続
と
し
て
中
国
に
伝
わ
り
、
中
国
の

仏
教
、
乃
至
、
人
文
科
学
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

要
す
る
に
、
日
本
は
中
国
の
仏
教
文
化
の
発
展
に
対
し
て
も
重

要
な
貢
献
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

　

仏
教
は
、
古
代
の
中
日
文
化
の
交
流
に
お
い
て
、
重
要
な
絆

と
懸
け
橋
の
作
用
を
果
た
し
た
け
れ
ど
も
、
た
だ
上
述
し
た
紹

介
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
影
響
は
決
し
て
仏
教
に
限
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
政
治
、
経
済
、
文
化
等
に
対
し
て
、

す
べ
て
深
遠
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

第
２
節　

中
日
両
国
の
仏
教
の
近
親
血
縁
関
係

　

日
本
の
仏
教
は
中
国
仏
教
を
移
植
し
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ

り
、
両
国
の
仏
教
に
は
自
ず
か
ら
十
分
に
密
接
な
近
親
血
縁
の

関
係
が
あ
る
。
仏
教
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
す
で
に
千
四
百
年
の

長
き
に
達
し
た
今
日
、
情
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇

〇
七
年
、
日
本
の
総
人
口
は
一
億
二
千
七
百
二
十
八
万
八
千
四

百
十
九
人
で
あ
る
。
日
本
の
文
化
庁
の
二
〇
〇
七
年
度
の
『
宗
教

年
鑑
』
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
神
道
系
の
信
徒
は
一
億
二
千
七
百
二

十
八
万
八
千
四
百
十
九
人
、
仏
教
の
信
徒
は
八
千
九
百
十
七
万

七
千
七
百
六
十
九
人
、
キ
リ
ス
ト
教
（
新
教
・
旧
教
を
含
む
）
の
信

徒
は
三
百
三
万
二
千
二
百
三
十
九
人
、
諸
教
（
神
道
、
仏
教
、
そ
の

他
の
宗
教
の
要
素
を
吸
収
し
て
成
立
し
た
が
、
各
教
に
所
属
し
な
い
教

派
）
の
信
徒
は
九
百
八
十
一
万
七
千
七
百
五
十
二
人
で
あ
る
。
そ
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の
な
か
に
は
個
人
の
複
数
信
仰
や
重
複
統
計
の
現
象
に
よ
っ
て
、

全
国
の
宗
教
信
者
の
数
は
、
二
億
八
百
八
十
四
万
五
千
四
百
二

十
九
人
で
あ
り
、
は
る
か
に
全
国
の
総
人
口
を
超
過
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
最
も
多
い
信
者
は
神
道
で
、
次
は
仏

教
で
、
そ
の
次
は
神
道
・
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
特
色
を
持
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
新
宗
教
の「
諸
教
」（
天
理
教
、
円
応
教
、
生
長
の
家
、

世
界
救
世
教
等
）で
あ
り
、
最
後
は
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
各
派
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
布
教
の
専
門
職
員
（
教
師
）
か
ら
見
る
と
、

仏
教
が
最
も
多
く
、
三
十
一
万
三
千
六
百
五
十
九
人
お
り
、
次

は
諸
教
で
、
二
十
二
万
三
千
八
百
三
十
一
人
い
る
　
（
５
）。

　

日
本
仏
教
の
現
存
す
る
宗
派
は
、
天
台
宗
系
、
真
言
宗
系
、

浄
土
宗
系
（
真
宗
系
を
含
む
）、
禅
宗
系
（
臨
済
宗
、
曹
洞
宗
、
黄
檗
宗

を
含
む
）、
日
蓮
宗
系
、
奈
良
仏
教
系
（
律
宗
、
法
相
宗
、
華
厳
宗
等

を
含
む
）
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
宗
派
法
系
の
な
か
に
は
、

み
な
仏
教
系
の
新
宗
教
を
含
ん
で
い
る
。
日
蓮
宗
系
の
新
宗
教

の
な
か
で
百
万
人
を
越
え
る
信
徒
を
持
つ
も
の
に
は
、
霊
友
会
、

仏
所
護
念
会
、
立
正
佼
成
会
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
千

万
人
の
信
徒
を
擁
す
る
と
言
わ
れ
る
創
価
学
会
は
『
宗
教
年
鑑
』

の
統
計
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
仏
教
宗
派
の
歴
史
、
法
系
、
教
典
、
教
義
か
ら
見

る
と
、
す
べ
て
中
国
仏
教
と
密
接
な
血
縁
関
係
が
あ
る
と
言
う

べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
宗
派
は
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
色
彩
を
備

え
て
い
る
と
同
時
に
、
中
国
仏
教
と
等
し
い
、
あ
る
い
は
近
い

要
素
を
備
え
て
も
い
る
。
た
と
え
ば
、
中
日
の
天
台
宗
は
ど
ち

ら
も
隋
代
の
天
台
大
師
智
顗
を
祖
師
と
し
、
天
台
山
を
祖
庭
と

し
、『
法
華
経
』
と
智
顗
の
天
台
三
大
部
、『
摩
訶
止
観
』『
法
華

玄
義
』『
法
華
文
句
』
を
奉
じ
て
い
る
。
真
言
宗
は
金
剛
薩
埵
│

龍
猛
菩
薩
│
龍
智
菩
薩
│
金
剛
智
三
蔵
│
大
広
智（
不
空
）三
蔵
等

の
祖
師
を
奉
じ
、『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』
等
を
基
本
の
教
典
と

し
、
西
安
の
大
興
善
寺
、
青
龍
寺
を
祖
庭
と
し
て
い
る
。
浄
土

宗
系
は
、
北
魏
の
曇
鸞
、
唐
代
の
道
綽
、
善
導
等
の
人
を
祖
師

と
し
て
奉
じ
、
山
西
の
玄
中
寺
、
西
安
の
香
積
寺
等
を
祖
庭
と

し
て
い
る
。
禅
宗
の
臨
済
宗
は
、
唐
代
の
臨
済
義
玄
を
祖
師
と

し
て
奉
じ
、
河
北
省
正
定
県
の
臨
済
院
を
祖
庭
と
し
て
い
る
。

曹
洞
宗
は
唐
代
の
洞
山
良
价
、
曹
山
本
寂
、
雲
居
道
膺
等
を
祖

師
と
し
て
奉
じ
、
江
西
の
洞
山
、
曹
山
、
雲
居
山
等
の
地
を
祖

庭
と
し
て
お
り
、
黄
檗
宗（
も
と
は
臨
済
宗
に
属
す
る
）は
、
明
末
清

初
に
、
日
本
に
渡
っ
た
隐
元
隆
琦
を
祖
師
と
し
、
福
建
省
の
福
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清
県
の
黄
檗
山
寺
を
祖
庭
と
し
て
い
る
。
奈
良
の
法
系
の
律
宗

に
つ
い
て
は
、
唐
代
の
鑑
真
を
祖
師
と
し
、
揚
州
の
大
明
寺
を

重
要
な
祖
庭
と
し
て
い
る
。
華
厳
宗
は
、
唐
代
の
法
蔵
等
を
祖

師
と
し
、『
華
厳
経
』を
基
本
経
典
と
し
、
法
蔵
の『
華
厳
経
探
玄

記
』『
華
厳
五
教
章
』
等
を
重
要
な
教
典
と
し
て
い
る
。
日
蓮
宗

の
創
立
者
の
日
蓮
は
、
中
国
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、

天
台
宗
の
教
判
、
実
相
、
法
華
の「
迹
門
」と「
本
門
」等
の
命
題

と
概
念
を
吸
収
発
揮
し
、『
法
華
経
』
の
経
題
を
核
心
と
す
る
教

義
体
系
を
確
立
し
た
の
で
、『
法
華
経
』
を
翻
訳
し
た
鳩
摩
羅
什

が
か
つ
て
住
ん
だ
西
安
の
草
堂
寺
を
祖
庭
と
奉
じ
て
い
る
。
日

本
と
中
国
の
仏
教
は
ど
ち
ら
も
漢
語
系
の
仏
教
に
属
し
、
日
本

の
各
宗
派
の
用
い
る
経
典
は
漢
訳
の
仏
教
経
典
を
中
心
と
し
て

お
り
、
当
然
ま
た
日
本
語
訳
の
仏
教
経
典
も
流
行
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
中
日
の
仏
教
の
間
の
近

親
血
縁
関
係
に
は
け
っ
し
て
断
絶
は
な
く
、
依
然
と
し
て
牢
固

と
し
た
存
在
で
あ
る
と
言
え
る
。
仏
教
は
中
日
両
国
の
宗
教
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
両
国
の
伝
統
文
化
の
構
成
部
分
で
あ
る

の
で
、
仏
教
文
化
の
両
国
の
社
会
の
各
階
層
に
お
け
る
影
響
は

と
て
も
大
き
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
、
中
日
両
国
の
世
々

代
々
の
善
隣
友
好
関
係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
十
分
に
重
要
な

民
衆
的
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
。

　

第
３
節　

中
日
の
仏
教
文
化
交
流
の
現
代
的
意
義

　

中
日
両
国
は
古
代
以
来
、
友
好
交
流
と
相
互
扶
助
の
関
係
を

続
け
て
き
た
。
こ
の
関
係
は
、
前
世
紀
の
日
本
の
軍
国
主
義
が

日
増
し
に
深
刻
に
な
っ
た
中
国
侵
略
戦
争
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

た
け
れ
ど
も
、
戦
後
、
と
く
に
中
日
の
国
交
回
復
以
後
、
し
だ

い
に
回
復
し
、主
権
と
領
土
の
保
全
の
相
互
尊
重
、相
互
不
可
侵
、

内
政
へ
の
相
互
不
干
渉
、
平
等
互
恵
、
平
和
共
存
な
ど
の
原
則

の
基
礎
の
上
に
、新
し
い
善
隣
友
好
関
係
を
確
立
し
た
。
両
国
は
、

経
済
、
政
治
、
文
化
上
の
交
流
に
お
い
て
絶
え
ず
発
展
し
、
両

国
の
経
済
、
財
政
貿
易
、
科
学
技
術
、
ひ
い
て
は
国
家
の
経
済

と
人
民
の
生
活
全
体
に
対
し
て
き
わ
め
て
重
大
な
影
響
を
生
じ

た
。
現
代
の
世
界
に
お
い
て
、
中
国
の
迅
速
な
平
和
の
勃
興
に

よ
っ
て
、
中
日
両
国
は
ど
ち
ら
も
世
界
の
強
国
に
昇
り
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
区
、
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和
、
安
定
、
発
展
に
対

し
て
、
重
要
な
責
任
と
影
響
を
持
っ
て
い
る
。
中
日
関
係
は
、

中
国
の
対
外
関
係
の
な
か
で
、
最
も
戦
略
的
意
義
を
持
つ
二
国



75

「東洋学術研究」第49巻第１号

中日友好と仏教学者の貢献

間
関
係
の
一
つ
で
あ
る
。

　

中
国
の
商
務
部
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
中

日
の
貿
易
額
は
二
千
億
ド
ル
を
突
破
し
、
二
千
七
十
三
億
六
千

万
ド
ル
に
達
し
た
。
日
本
の
財
務
省
の
統
計
数
字
に
よ
れ
ば
、

二
〇
〇
八
年
の
中
日
の
貿
易
額
は
、
前
年
よ
り
〇
・
三
％
減
少

し
た
け
れ
ど
も
、
依
然
と
し
て
二
十
七
兆
七
千
八
百
三
十
六
億

円
に
達
し
た
。
日
本
は
か
つ
て
連
続
十
一
年
、
中
国
の
第
一
位

の
貿
易
の
相
手
国
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
欧
州
連
合
、

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
、
中
国
の
第
三
位
の
貿
易
の
相
手
国
と
な

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
は
今
に
至
る
ま
で
依
然
と
し
て

日
本
の
第
一
位
の
貿
易
の
相
手
国
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
日
本

は
中
国
の
第
二
位
の
外
国
資
本
の
供
給
地
で
あ
り
、
二
〇
〇
七

年
に
は
中
国
に
対
す
る
直
接
の
投
資
項
目
は
千
九
百
十
四
項
目

で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
末
ま
で
、
中
国
に
対
す
る
投
資
の
累
計

項
目
は
三
万
九
千
六
百
二
十
八
項
目
で
あ
り
、
金
額
は
六
百
十

七
億
二
千
万
ド
ル
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
中
国
政
府
に
対
し
て
、

約
三
兆
三
千
百
六
十
四
億
八
千
六
百
万
円
（
約
三
百
三
十
億
ド
ル
）

の
円
借
款
を
提
供
す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。
二
〇
〇
七
年
九
月

ま
で
に
、
中
国
は
円
借
款
、
約
二
兆
五
千
二
百
七
億
三
千
三
百

万
円
を
利
用
し
、
二
百
五
十
五
項
目
の
建
設
に
使
用
し
た
。
中

国
の
外
国
政
府
の
借
款
を
利
用
す
る
な
か
で
、
日
本
の
中
国
に

対
す
る
円
借
款
は
五
十
％
ほ
ど
に
達
し
た
　
（
６
）。

　

中
日
の
国
交
が
回
復
し
た
後
、
特
に
中
国
が
改
革
開
放
を
実

行
し
た
後
、
中
日
政
府
と
民
間
の
各
種
の
交
流
も
全
面
的
に
繰

り
広
げ
ら
れ
、
両
国
の
自
然
科
学
と
人
文
社
会
科
学
の
研
究
領

域
、
及
び
体
育
、
教
育
、
文
芸
、
医
療
等
の
機
構
間
の
業
務
の

交
流
に
多
く
の
成
果
を
上
げ
た
。
中
日
の
留
学
生
は
両
国
を
交

流
さ
せ
、
両
国
人
民
の
相
互
理
解
と
共
同
発
展
を
促
進
す
る
の

に
重
要
な
働
き
を
な
し
た
。
一
九
七
八
年
よ
り
二
〇
〇
七
年
末

ま
で
に
、
中
国
を
出
国
し
た
留
学
生
の
人
数
の
累
計
は
百
二
十

一
万
人
に
達
し
、
日
本
へ
の
留
学
生
の
数
の
累
計
は
九
十
万
人

に
達
し
た
。
日
本
か
ら
中
国
に
来
た
留
学
生
も
絶
え
ず
増
加
し
、

二
〇
〇
四
年
ま
で
に
、
累
計
、
十
万
人
以
上
に
達
し
た　（
７
）。中

国

か
ら
日
本
へ
の
留
学
生
が
学
業
成
就
し
て
帰
国
し
た
後
、
工
業
、

農
業
、
経
済
、
貿
易
、
教
育
等
、
及
び
各
級
の
政
府
の
部
門
に

就
職
し
、
中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
建
設
事
業
の
た
め
に
大
き
な
貢

献
を
な
し
、
ま
た
中
日
の
善
隣
友
好
の
関
係
を
継
続
し
て
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
積
極
的
な
作
用
を
果
た
し
た
。
中
日
両
国
の
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関
係
は
す
で
に
十
分
に
密
切
な
段
階
に
ま
で
発
展
し
、
こ
の
よ

う
な
関
係
を
継
続
し
て
保
持
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、
中
日
両

国
と
人
民
の
根
本
的
な
利
益
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
さ
に
温
家
宝
総
理
が
二
〇
〇
七
年
四
月
に
、
日
本
の
国
会
で

「
友
誼
と
協
調
の
た
め
に
」
を
発
表
し
た
講
演
の
な
か
で
、「
中
日

は
和
す
れ
ば
と
も
に
利
益
を
受
け
、
戦
え
ば
と
も
に
傷
つ
く
。

両
国
人
民
の
世
々
代
々
の
友
好
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
完
全
に

歴
史
の
潮
流
と
両
国
人
民
の
願
望
に
合
致
し
、
ま
た
こ
れ
が
ア

ジ
ア
と
国
際
社
会
の
強
い
期
待
で
あ
る
」
と
説
い
た
と
お
り
で
あ

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
日
の
国
交
回
復
以
後
の
両
国
の
関
係
は
、

全
体
的
に
見
れ
ば
、
未
曾
有
の
発
展
を
遂
げ
た
け
れ
ど
も
、
こ

の
期
間
に
は
ま
た
日
本
の
中
国
侵
略
戦
争
に
対
す
る
観
点
（
日
本

首
脳
の
靖
国
神
社
参
拝
等
）
や
、
領
土
・
領
海
、
及
び
経
済
貿
易
の

摩
擦
等
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
若
干
の
曲
折
、
困
難
が
現
わ
れ
、

両
国
の
人
民
の
感
情
、
相
互
信
頼
を
傷
つ
け
、
両
国
の
多
く
の

領
域
の
交
流
協
調
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
た
、

と
指
摘
す
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
人
々
に
深
く
次

の
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
両
国
の
間
に
お
い
て
、
た

だ
経
済
商
業
貿
易
の
交
流
を
重
要
視
し
拡
大
す
る
こ
と
だ
け
な

ら
ば
不
十
分
で
あ
り
、
人
文
学
術
の
交
流
の
方
面
に
お
い
て
も
、

絶
え
ず
拡
大
し
力
を
注
ぎ
、
両
国
の
文
化
交
流
の
広
さ
と
深
さ

を
拡
大
し
、
両
国
人
民
の
間
の
心
の
疎
通
を
増
進
さ
せ
、
両
国

人
民
の
間
の
相
互
信
頼
と
友
誼
を
増
進
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
国
の
学
者
、
劉
廸
在
は「〈
誤
解
〉に
よ

っ
て
中
日
の
問
題
を
隠
す
な
」
と
い
う
文
章
の
な
か
で
、「
中
日

両
国
の
民
衆
の
心
の
基
礎
は
堅
固
で
は
な
く
、
中
日
関
係
の
基

礎
も
安
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
中
日
の
間
の
立
体
的
な

交
流
、
つ
ま
り
両
国
の
文
化
、
芸
術
、
教
育
等
の
方
面
に
対
す

る
双
方
の
交
流
を
提
唱
す
べ
き
で
あ
り
、
経
済
交
流
と
同
様
に

高
く
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
人
間
本
位
の
政
治
外
交
は
、

文
化
を
重
視
す
る
べ
き
で
あ
る
。
中
日
の
関
係
を
促
進
す
る
に

は
、
強
い
政
治
力
に
よ
っ
て
経
済
と
文
化
の
両
輪
を
推
し
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
経
済
の
巨
人
は
、さ
ら
に
多
く
の
、

さ
ら
に
強
い
文
化
の
感
動
を
必
要
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

双
方
の
政
治
家
は
ど
ち
ら
も
両
国
の
文
化
交
流
を
さ
ら
に
重
視

す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
両
国
関
係

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
　
（
８
）」と
述
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べ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
観
点
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

昨
年
の
五
月
七
日
、
中
国
の
胡
錦
濤
主
席
と
日
本
の
福
田
康

夫
内
閣
総
理
大
臣
と
は
、
よ
く
時
勢
を
見
、
歴
史
の
高
所
に
立

っ
て
、
深
い
意
義
を
持
つ
「
戦
略
的
互
恵
関
係
の
包
括
的
推
進
に

関
す
る
中
日
共
同
声
明
」
に
東
京
で
署
名
し
、
両
国
間
の
戦
略
的

互
恵
関
係
の
確
立
を
包
括
的
に
推
進
し
、
今
後
双
方
は
、
次
の

五
つ
の
領
域
に
お
い
て
、
対
話
と
協
調
の
枠
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
。（
１
）
政
治
の
相
互
信
頼
を
増
進
す
る
こ
と
、

（
２
）人
的
、
文
化
的
交
流
を
促
進
し
、
国
民
の
友
好
感
情
を
増
進

す
る
こ
と
、（
３
）互
恵
協
力
す
る
こ
と
、（
４
）ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
発
展
に
と
も
に
努
力
す
る
こ
と
、（
５
）グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題

に
と
も
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
第
三
項
に

お
い
て
明
確
に
、「
両
国
人
民
、
と
く
に
青
少
年
の
間
の
相
互
理

解
と
友
好
感
情
を
絶
え
ず
増
進
す
る
こ
と
は
、
中
日
の
世
々
代
々

に
わ
た
る
友
好
と
協
力
の
基
礎
の
強
化
に
資
す
る
。
こ
の
た
め

に
、
双
方
は
、
両
国
の
メ
デ
ィ
ア
、
友
好
都
市
、
ス
ポ
ー
ツ
、

民
間
団
体
の
間
の
交
流
を
幅
広
く
展
開
し
、
多
種
多
様
な
文
化

交
流
と
知
的
交
流
を
展
開
す
る
こ
と
、
継
続
的
に
青
少
年
の
交

流
を
展
開
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
」
と
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
要
求
に
よ
れ
ば
、
今
後
、
中
日
両
国
間
に
お
い
て
、
多
く
の

種
類
、
多
く
の
ル
ー
ト
、
多
く
の
レ
ベ
ル
の
文
化
交
流
を
実
施

す
る
こ
と
に
は
、
な
す
べ
き
こ
と
が
多
く
、
広
大
な
活
動
空
間

が
あ
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
な
か
に
は
自
ず
か
ら
中
日

の
仏
教
文
化
の
交
流
も
含
ま
れ
る
と
考
え
る
。

　

歴
史
は
す
で
に
証
明
し
て
い
る
。
中
日
両
国
の
間
に
は
、
深

い
仏
教
文
化
の
交
流
を
実
施
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
両
国
の
仏

教
信
徒
と
広
大
な
人
民
の
間
の
相
互
の
理
解
と
親
近
感
を
増
進

す
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
両
国
の
仏
教
学
を
含
む
人
文
社
会
科

学
の
交
流
と
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
必
ず
や
両
国

の
経
済
、
政
治
、
幅
広
い
領
域
の
文
化
交
流
の
持
続
的
な
実
施

の
た
め
に
、
人
民
の
心
の
底
か
ら
の
相
互
信
頼
、
友
情
、
強
い

活
力
を
注
ぎ
込
む
で
あ
ろ
う
。

　

第
４
節　

中
日
の
仏
教
学
者
は
両
国
の
世
々
代
々

　
　
　

の
友
好
を
実
現
す
る
こ
と
を
促
進
す
る

　
　
　

た
め
に
多
く
の
貢
献
を
な
す
べ
き
で
あ
る

　

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
総
合
す
る
と
、
源
遠
流
長
の
中
日
両

国
の
文
化
交
流
史
上
、
仏
教
は
か
つ
て
き
わ
め
て
重
要
な
働
き
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を
な
し
て
き
た
し
、
両
国
の
仏
教
の
間
に
は
近
親
血
縁
の
関
係

が
存
在
し
て
い
る
。
両
国
は
戦
略
的
互
恵
を
包
括
的
に
推
進
し
、

世
々
代
々
の
友
好
的
共
存
、
互
恵
協
力
の
発
展
的
関
係
を
確
立

す
る
と
い
う
現
代
の
実
践
に
お
い
て
、
両
国
間
の
仏
教
文
化
交

流
を
絶
え
ず
推
進
す
る
こ
と
は
、
両
国
の
文
化
交
流
の
一
つ
の

重
要
な
部
分
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
現
実
的
な
積
極
的
意
義
を

持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
中
日
の
仏
教
学
者
は
こ
こ
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
有
意
義
な
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
筆

者
は
、
以
下
の
数
点
を
提
起
し
、
皆
さ
ん
に
考
慮
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
一
）　

中
日
両
国
の
仏
教
の
歴
史
的
研
究
を
強
化
し
、
中
国
、
日

本
の
仏
教
の
通
史
、
時
代
史
、
中
日
の
仏
教
文
化
交
流
史
、
さ

ま
ざ
ま
な
題
材
の
専
門
著
作
を
執
筆
し
、
古
代
以
来
、
仏
教
の

両
国
に
お
け
る
伝
播
発
展
の
歴
史
を
紹
介
す
る
。
両
国
の
仏
教

文
化
交
流
史
に
お
い
て
、
卓
越
し
た
貢
献
を
な
し
た
人
物
と
事

蹟
を
顕
彰
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
唐
代
の
鑑
真
の
日
本

渡
来
、
宋
代
の
道
隆
、
祖
元
、
明
末
の
隠
元
等
の
人
が
日
本
に

赴
い
て
仏
法
を
伝
え
た
こ
と
、
日
本
の
最
澄
、
空
海
、
円
仁
、

円
珍
、
栄
西
、
道
元
等
の
人
が
中
国
に
来
て
仏
法
を
求
め
た
事

蹟
な
ど
で
あ
る
。
中
日
の
学
者
は
こ
れ
ら
の
著
作
を
執
筆
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
の
中
日
の
文
化
交
流
史
に
お
け
る
仏
教

の
地
位
、
両
国
の
仏
教
の
近
親
血
縁
の
関
係
を
、
両
国
の
さ
ら

に
多
く
の
民
衆
に
理
解
さ
せ
、
双
方
の
理
解
と
友
誼
を
増
進
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）　

中
日
の
仏
教
学
術
会
議
を
共
同
で
挙
行
し
、
両
国
の
学
者

を
組
織
し
、
専
門
の
論
文
を
執
筆
し
交
流
を
進
め
る
こ
と
は
、

両
国
の
仏
教
文
化
の
研
究
と
学
術
の
レ
ベ
ル
の
ア
ッ
プ
を
促
進

す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
両
国
の
学
者
の
直
接
の
接
触
を
拡
大

す
る
機
会
を
提
供
し
、
友
誼
を
確
立
し
、
両
国
の
学
術
と
研
究

者
の
交
流
を
継
続
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
道
を
広
げ
る
こ

と
も
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究

所
と
日
本
の
中
外
日
報
社
と
が
共
同
で
行
な
っ
た
中
日
仏
教
学

術
会
議
は
、
前
後
十
回
開
催
し
、
延
べ
百
人
以
上
の
人
が
会
議

に
参
加
し
、
広
い
テ
ー
マ
に
わ
た
る
論
文
を
発
表
し
、
交
流
を

行
な
い
、
非
常
に
す
ぐ
れ
た
効
果
を
挙
げ
た
。
こ
の
ほ
か
、
世

界
宗
教
研
究
所
と
日
本
の
東
洋
哲
学
研
究
所
の
共
催
に
な
る
学

術
会
議
、
中
国
社
会
科
学
院
仏
教
研
究
セ
ン
タ
ー
と
日
本
の
駒
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澤
大
学
禅
文
化
研
究
所
、
花
園
大
学
国
際
禅
文
化
研
究
所
と
の

共
催
に
な
る
「
敦
煌
仏
教
」
を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
学
術
会
議
、

さ
ら
に
中
国
仏
教
協
会
の
管
轄
下
の
中
国
仏
教
文
化
研
究
所
と

日
本
の
仏
教
大
学
の
共
催
に
な
る
十
二
回
の
中
日
仏
教
学
術
交

流
会
議
、
中
国
人
民
大
学
が
中
日
の
学
者
を
招
集
し
て
開
催
し

た
三
回
の
中
日
仏
学
会
議
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
円
満
な
成

功
を
得
、
両
国
の
仏
教
研
究
を
促
進
し
、
学
者
間
の
友
誼
を
増

進
さ
せ
る
た
め
に
貢
献
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
術
会
議
は
、
今

後
さ
ら
に
継
続
し
て
挙
行
で
き
る
条
件
を
作
り
出
す
べ
き
で
あ

る
。

　
（
三
）　

政
府
間
や
民
間
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、
両
国
の
学
者
が

相
互
に
訪
問
し
、
先
方
の
国
の
学
校
、
研
究
機
関
を
訪
問
し
研

修
し
、
資
料
を
収
集
し
、
専
門
著
作
を
執
筆
す
る
。
ま
た
共
同

で
考
察
、
研
究
す
る
こ
と
を
組
織
す
る
。
中
国
の
改
革
開
放
の

実
施
以
後
は
、
多
く
の
学
者
が
日
本
学
術
振
興
会
や
国
際
交
流

基
金
等
の
組
織
の
資
金
援
助
を
得
て
日
本
に
行
っ
て
研
修
し
、

日
本
仏
教
の
歴
史
、
仏
教
文
化
、
芸
術
に
対
す
る
研
究
を
推
進

し
た
。
同
時
に
、
多
く
の
日
本
の
学
者
は
中
国
に
来
て
、
仏
教

文
化
の
考
察
研
究
を
進
め
た
。

　
（
四
）　

両
国
の
留
学
生
の
交
流
を
継
続
し
て
拡
大
す
る
。
中
日

の
仏
教
学
者
は
両
国
の
仏
教
学
を
専
攻
す
る
留
学
生
、
大
学
院

生
を
育
成
す
る
面
に
お
い
て
、
便
宜
を
提
供
し
、
熱
意
を
も
っ

て
教
え
、
成
果
を
挙
げ
、
両
国
の
仏
教
文
化
を
継
続
し
て
推
進

す
る
こ
と
の
で
き
る
中
堅
の
力
を
育
成
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　　

二
十
一
世
紀
の
第
一
の
十
年
は
ま
も
な
く
終
わ
る
。
中
日
両

国
の
政
府
と
民
間
の
各
方
面
の
共
同
の
努
力
を
通
じ
て
、
両
国

の
間
に
は
、必
ず
戦
略
的
互
恵
の
関
係
を
確
立
し
、平
和
的
共
存
、

世
々
代
々
の
友
好
、
互
恵
協
力
、
共
同
発
展
の
崇
高
な
目
標
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
中
日
の
両
国
の
共
同
の
繁
栄
幸
福
の

た
め
に
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平
和
、
和
諧
、
発
展
の
た
め
に
と

も
に
貢
献
を
す
る
こ
と
を
、
我
々
は
信
ず
る
。

　
　
　

二
〇
〇
九
年
七
月
四
日
、
北
京
華
威
西
里
公
寓
に
於
い
て

注（
１
）
新
華
社
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
日
本
政
府
の
招
待
に
応
じ
て
、
中

華
人
民
共
和
国
の
江
沢
民
主
席
は
、
一
九
九
八
年
十
一
月
二
十

五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
日
本
へ
の
公
式
訪
問
を
行
な
っ
た
。
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十
一
月
二
十
六
日
に
、
日
本
の
小
渕
恵
三
内
閣
総
理
大
臣
と「
平

和
と
発
展
の
た
め
の
友
好
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
に

関
す
る
中
日
共
同
宣
言
」（「
中
日
共
同
宣
言
」）
を
発
表
し
た
。

中
華
人
民
共
和
国
の
胡
錦
濤
主
席
は
、
二
〇
〇
八
年
五
月
六
日

か
ら
十
日
ま
で
、
日
本
へ
の
公
式
訪
問
を
行
な
い
、
五
月
七
日

に
、
日
本
の
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
と
「
戦
略
的
互
恵
関
係

を
包
括
的
に
推
進
す
る
中
日
共
同
声
明
」に
署
名
し
た
。

（
２
）  

以
上
、
主
に『
後
漢
書
』倭
伝
、『
三
国
志
』魏
志
・
倭
人
伝
、『
宋

書
』『
梁
書
』の「
倭
国
伝
」な
ど
を
参
照
。
汪
向
榮
、夏
応
元
編『
中

日
関
係
資
料
淮
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
）
に
ま
と
ま
っ

た
記
載
が
あ
り
、
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
以
上
は
、
主
に
拙
著
『
日
本
仏
教
史
』（
浙
江
人
民
出
版
社
、
一

九
九
五
年
）
に
よ
る
。
そ
の
他
、『
新
版
日
本
仏
教
史
』（
人
民

出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
主
編
『
日
本
近
現
代
仏
教
史
』（
浙

江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）を
参
照
。

（
４
）
詳
し
く
は
、
拙
著
『
日
本
仏
教
史
』
の
関
連
の
章
節
、
及
び
宋
黄

鑑
筆
録
・
宋
庠
整
理
『
楊
文
公
談
苑
』
十
三
、
十
四
則
（
上
海
古

籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。『
宋
史
・
日
本
伝
』、
日

本
の
鎌
田
茂
雄「
中
国
で
碑
文
を
書
い
た
日
本
僧﹇
在
中
国
撰
写

碑
文
的
日
本
僧
﹈」（
楊
曽
文
・
鎌
田
茂
雄
編
『
中
日
仏
教
学
術

会
議
論
文
集
』﹇
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、一
九
九
七
年
﹈所
載
）、

明
代
の
明
河『
補
続
高
僧
伝
』巻
十
五〈
徳
始
伝
〉を
参
照
。

（
５
）日
本
の
文
化
庁
編『
宗
教
年
鑑
』（
平
成
十
九
年
度
）、
共
生
会
社

発
行
。

（
６
）
以
上
の
デ
ー
タ
は
、
主
に
中
華
人
民
共
和
国
商
務
部
の
サ
イ
ト
、

新
浪
サ
イ
ト
二
〇
〇
七
年
一
月
十
九
日
の
報
道
、
搜
狐
サ
イ
ト

の
二
〇
〇
六
年
度
の
中
日
貿
易
の
状
況
に
関
す
る
報
道
、「
百

度
知
道
サ
イ
ト
」
の
二
〇
〇
八
年
十
二
月
七
日
に
掲
載
さ
れ
た

「
二
〇
〇
八
年
の
中
日
関
係
の
現
状
と
発
展
の
見
通
し
」
か
ら
引

用
し
た
。

（
７
）
教
育
部
の
澳
際
留
学
サ
イ
ト
、
留
学
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
留

学
サ
イ
ト
等
の
報
道
に
よ
る
。

（
８
） 

二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
六
日
、
中
国
の「
参
考
消
息
」に
掲
載
。

訳
者
付
記　

論
文
の
原
題
の
日
本
語
訳
は
「
中
日
の
仏
教
学
者
は
両
国

の
世
々
代
々
の
友
好
の
た
め
に　
よ
り
多
く
の
貢
献
を
な
す
べ
き
で
あ

る
」と
な
る
が
、
著
者
の
了
解
を
得
て
、
タ
イ
ト
ル
を
縮
め
た
。

（
よ
う　

そ
う
ぶ
ん
／
中
国
仏
教
文
化
研
究
所
所
長
）

（
訳
・
か
ん
の　

ひ
ろ
し
／
創
価
大
学
教
授
）


